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のヒューマン・エコロジーの価値観や、デュボス(2000)の健康観と同様の結果であった。  
食生活では野菜・果実類の重要性についてメタ栄養学(佐伯 2015)を基準に検証した。「健
康グループ」に多かったのは、野菜・果実類を多く摂取すると回答した人であった。χ2検
定でも山間部で「健康状態」と「食生活」の間に有意の関連が見いだされた。厚労省の「食
事バランスガイド」があっても、市販の弁当や外食などで「魚・肉」がメイン、野菜は
添えのように扱われている。「もっと野菜の重要性が伝わるような政策」が必要である。
増え続けている生活習慣病、医療費を考えると、これは最も優先順位が高く大切な政策
提言である。 
「精神的要因と健康」については、ライフスタイルの形成に影響を及ぼす精神的要因と
なる価値観について、牧口(1980)を基準に検証した。人のための行動や生活態度が自己の生
活習慣を形成する。「満足感は人に喜んでもらうほうが大きい」と回答した人、「困難を抱
えている人」に「寄り添うことはできる」と回答した人は、いずれも「健康グループ」の
方に多かった。 
ボランティア活動に対する積極的な態度、社会や環境に対して創造的に取り組む自発的
な態度が健康に影響を及ぼすことが研究で分かっているが、「社会的な要因と健康」の項目
でも同様の結果となって現れた。 
このように、野菜重視の食習慣を含め、健康寿命を延ばすための生活習慣病対策と、環
境に優しい持続可能な社会（グリーン経済：地球サミット 2012)の追求は同じ地平にあり、
軌を一にしていると言えるのである。 
スピリチュアリティ（命を燃え続けさせる力）は、全ての人にとり人間存在の意味、人
生の意味に関わる本質的な概念であり、健康寿命の主要な決定要因である。本調査では「生
きざまを伝えたい人」がいるかどうかの設問で検証した。伝えたい人がいることは居場所
があるということである。生きざまは暮らしの全てにおいて影響を及ぼすので生活習慣や
健康との関わりも大きい。結果はわずかではあるが「健康グループ」の方に「伝えたい人
がいる」と回答した人が多かった。若い頃から、やりたいこと、やるべき事、居場所作り
など、何（誰）のためにという意味を考える生き方を、健康との関わりからヘルスリテラ
シーとして周知していく政策が有用であると提言した。 
アンケート回答者の健康への関心は高く、ヘルスリテラシー（健康への情報）を求めて
いた。日本で現在、消費されるサプリなどを含め１人あたりの国民医療費はこの半世紀で
20 倍以上となっているが、それだけ支払っているぶん健康になっていない佐伯(2015)。 
「注 2」でも言及したように、健康に関わる問題には、メディアでも政策でも、透明性の
ある正しい情報が伝わるような取り組みがいっそう重要である。予防に力をそそぐ方が医
療費も社会保障費も抑えられる。本研究で明らかになった健康寿命の決定要因を踏まえた
生活習慣病の予防対策が行われることが暮らしにおいて今最も重要である。 
